
尚
予

″
尚

「
Ｊ

魃
讚
資
『

燿讚
ｙ

　

　

」
恣
膨

獨

錮
辟
茫
蝙
ゾ判
写

ね

」
膵

　

瞼

醸

二
〇
〇
九
年
八
月
末

頒
布
開
始
！

岩
波
書
店
版
全
集

（菱

一刷
）
を
底
本
に
し
て
、

全
頁
を
テ
キ
ス
ト
入
力
し
ま
し
た
。

膨
大
な
情
報
量
の
全

４０
巻

（各
巻
平
均
５５０
頁
）
を
、

精
興
社
技
術
陣
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、

検
索

・
閲
覧
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
駆
使
、

見
や
す
さ
、
使
い
や
す
さ
、

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

内村鑑三全集DVD版出版会



鶴

内
村
鑑
三
の
全
著
作
を
収
録
し
た

『内
村
鑑
三
全
集
』
（岩
波
書
店
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
作
成
、
こ
こ
に
御
提
供

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
村
鑑
三
は
、
約
七
〇
年
間
の
生
涯
を
通
じ
て
数
多
く
の
著
述
を
遺
し
ま
し
た
。

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
、
内
村
鑑
三
没
後
五
〇
年
を
記
念
し
て
、
岩
波
書
店
に
よ
り
新
た
に

『内
村
鑑
三

全
集
』
全
四
〇
巻
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
、　
一
九
人
四
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
全
集
は
、
従
来
の
も
の
が
ジ
ャ

ン
ル
別
で
作
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
著
作
の
発
表
さ
れ
た
順
、
つ
ま
り
編
年
体
で
あ
る
点
を
大
き
な
特
徴
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
内
村
自
身
の
思
想
の
展
開
お
よ
び
時
代
と
の
関
係
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
る
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
旧
全
集
と
比
べ
る
と
少
な
か
ら
ぬ
新
資
料
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら

一
七
年
後
の
二
〇
〇

一
年
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
書
簡
な
ど
を
加
え
て

『内
村
鑑
三
全
集
』
の
二
刷
が
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
は
、
後
者
を
底
本
に
し
て
新
た
に
全
頁
を
テ
キ
ス
ト
入
力
し
ま
し
た
。

一
九
八
四
年
に
本
格
的
な
新

『内
村
鑑
三
全
集
』
（岩
波
書
店
）
が
完
成
し
た
と
き
、
収
録
し
た
文
章
の
題
名

に
関
し
て
は

「題
名
索
引
」
が
和
文
お
よ
び
英
文
に
わ
け
て
作
成
さ
れ
、
「付
言
」
索
引
と
あ
わ
せ
て
最
後
の
第

四
〇
巻
に
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
全
四
〇
巻
の
総
索
引
が
話
題
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
短
日
月
の
間

で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
費
用
も
相
当
に
か
か
る
も
の
で
す
か
ら
、
後
日
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
『内
村
鑑
三
全
集
』
の
総
索
引
の
作
成
は
、
同
全
集
の
完
成
以
来
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。　
一
方
、
『内

村
鑑
三
全
集
』
全
四
〇
巻
の
本
文
を
、　
一
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
し
た
か
た
ち
で
閲
覧
を
求
め
る
要
望
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
声
に
応
じ
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
作
成
の
具
体
的
な
準
備
活
動
は
、
実
は
、
全
集
完
成
直
後
か
ら
有
志
に

よ
り
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
文
字
通
り
の
試
行
錯
誤
を
へ
て
、
今
回
よ
う
や
く
、

一
般
の
方
々
に
御
提
供
で
き
る
製
品
と
し
て
完
成
に
到
り
ま
し
た
。
　
本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
は

「読
書
」
用
と

「検
索
」

用
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
村
鑑
三
は
、　
一
人
六

一
年
か
ら

一
九
三
〇
年
に
わ
た
り
日
本
の
近
代
の
歩
み
と
生
涯
を
共
に
し
た
人
物
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
内
村
鑑
三
の
全
集
が
、
日
本
の
近
代
約
七
〇
年
間
の
歴
史
、
思
想
、
宗
教
、
言
語
、
社

会
、
文
化
な
ど
の
歩
み
の
一
部
の
収
録
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
御
愛
用
の
う
え
御
活
用
を
お
願
い
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
九
年
八
月

内
村
鑑
三
全
集
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
出
版
会

〔鈴

木

範

久

記
〕

（附
録

。
小
冊
子
よ
り
抜
粋
）

ヽ

1

編
集

出
版
責
任

内
村
鑑
三
全
集
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
出
版
会

代
表

新
　
井
　
　
　
明

菊
　
池
　
　
　
武

清
　

水ヽ
　
昭
　
次

鈴

木

範

久

須

山

英

三

関

根

清

三

田

村

光

三

事
務
局

〒
‐６７
‐

００５．
東
京
都
杉
並
区
荻
窪

一
―
四
六
―

一
三

斎
　
藤
　
　
顕

方

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
三
含
壬
二
九
八
ゴ
ハ
五
二
人

斎 斎 武 月

藤 藤 藤 本

み  陽 昭

ち 顕 一 男
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読書用表示タブは、上部の [巻一覧]と 下部の [目 次一覧]か ら構成されています。

ハイライト      1薇索タフ】

[検索語入力lbl]に検索語を入力 し、[検索]

ボタンをクリックします。入力 した検索
語 を含む頁の一覧が [検索結果一覧]に 表
示されます。

検索語は、スペースで区切って複数入力す
ることができます。複数の検索語 を入力
した場合には、指定 した全ての検索語を含
む頁が [検索結果―覧]に表示 されます。
[本文表示欄]に は、 [検索結果一覧]で選
択 した頁の本文が表示されます。 [本文表
示欄]で は、検索語がハイライ ト表示され
ます。 【選択表示】

ハイライ ト

◆旧約聖書

対応

'新

共同訳」名

聖書 /1同一視を行 う表記 内村の表記には存在
するが、他の単語 も

検索 されてしまう為、

…
い表記

ft表的な表記の
ふりがな 内村の表記

1 創 世記 そうせいき 創 世記 月」L 創成
2 Цエジプ ト記 し1♪ つえじぶとき lli埃 及記 出埃及

3 れびき 利木記 利 木

民数記 みんすうきりゃ 民数紀略 民数紀

中命記 しんめヽヽさ 中命記 中命

6 ヨシ ェア記 よしゅあき 約書亜記 約書亜 ヨシユ ア記 ヨシ ェア記

7 士師記 ししき 士師記 上師 師士記

[目 次一覧]で、 [頁]欄に頁番号が書かれている
行をダブルクリックすると、ダブルクリックし
た行の頁がLeafThroughc∨ で表示 されます。

[検索結果一覧]で 行を選択 し、 [選択
表示]ボ タンをクリックすると、選択
した行の頁がLeaftthroughcvで 表示さ
れます。また、該当の行を直接ダブル
クリックして表示もできます。 [shift]

キーを押 しながらクリックすると行を
範囲指定できます。 [Ctrl]キ ーを押 し
ながらクリックすると行を複数選択で
きます。一度に最大40件 まで表示可能
です。

本書の重要な要素である新・1日 約聖書
名称については、時代により、また内
村自身、記述について異なる表記を用
いています。検索の便 を考慮 し、検索
プログラムによって同一表記でなくて
も同一 とみなして検索できるように工
夫 してあります。

「内村鑑三全集」全40巻
の一覧が表示されます。

[巻一覧]で選択 した巻
の目次の一覧が表示 さ
れます。

【読書用表示タブ】

口

「

【読書用LeafThroughcv画面】

検索タブは、 [検索語入力欄 ]、 [検索結果一覧]、 [本文表示欄]か ら構成 されています。

11「乞
【全体表示】

『
――
――
目
日
Ｈ
目
Ｈ
国
‐―
］
　
　
　
¨

」Ｌ

【検索タブ】

ヽ´―⌒v⌒v⌒v⌒V⌒―⌒一ヽ́ヽψ́へv⌒v⌒v⌒こ⌒こ́ こ⌒こ⌒じ⌒じ⌒じ⌒じ⌒じ⌒こスこ外ミ
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DVD版『内村鑑三全集』 頒価60,000円 [税別]

録全巻・全頁が書籍をめくる感覚で閲覧できます。

穆迅速な検索と、プリント・テキス ト取り出しが可能。

鰤「内村鑑三」研究にとどまらず、彼が生きた時代の社会 。文化等、

多様な研究に応えます。

お使いのパソコンが以下の条件を満たしていることを確認してください。

以下の条件が満たされていない場合、DVD版「内村鑑三全集」は正常に動作しないことがあります。また快適にご利

用いただくためには推奨構成でお使いになることをお薦め致します。

◆基本ソフトウェア

Microsott Windows× P SP2日 本語版 以上 及びWindowsVista

◆CPU
lntel Penlum3相 当以上 (推奨 :Penlum4相 当以上 )

◆メモリ

WindowsXP:512Mバ イ ト (推奨 1lGバ イ ト)以上、WindowsVista:lGバ イ ト (推奨 :2Gバイ ト)以上

◆ハードディスク

lGバイト以上の空き容量 (シ ステム全体をハードディスクにコピーする場合はそのほかに6Gバイト以上が必要です)

◆メディア ドライブ

片面二層DVDが読み込める環境

◆その他

Adobe社製AdobeReader∨ er9 0以上がインス トールされていること

◆使用アプリケーション

大日本スクリーン製造社製 Leaftthrough Contents Viewer/ホ ロン社製 データベース管理システムHiBase



一
人
六

一
（万
延
二
）年

一
人
七
七
（明
治

一
〇
）年

一
人
七
八
（明
治

一
一
）年

一
八
八
四
（明
治

一
七
）年

一
人
九

一
（明
治
二
四
）年

八
九
三
（明
治
二
六
）年
～

一
人
九
六
（明
治
二
九
）年

一
人
九
七
（明
治
三
〇
）年

一
九
〇
〇
（明
治
三
三
）年

一
九
〇
三
（明
治
三
六
）年

一
九
三
〇
（昭
和
五
）
年

二
月
二
三
日
、
江
戸
に
生
れ
る
。

新
渡
戸
稲
造
、
宮
部
金
吾
ら
と
と
も
に
札
幌
農
学
校
に

入
学
。　
在
学
中
、
ク
ラ
ー
ク
の
残
し
た

「
イ
エ
ス
を
信

ず
る
者
の
契
約
」
に
署
名
。

ア
メ
リ
カ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
宣
教
師
Ｍ

・
Ｃ

・
ハ
リ
ス

か
ら
受
洗
。

農
商
務
省
に
勤
務
し
た
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ア
マ

ス
ト
大
学
に
入
学
。　
一
人
八
八
年
帰
国
。

「不
敬
事
件
」
に
よ
り
、
第

一
高
等
中
学
校
の
教
職
を
退
く
。

生
活
上
の
辛
苦
の
つ
づ
く
な
か
で
、
『基
督
信
徒
の
慰
』
、

『求
安
録
』
、
英
文

『日
本
及
び
日
本
人
員
の
ち

『代
表

的
日
本
人
し
、
英
文

『余
は
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信

徒
と
な
り
し
か
』
、
『後
世

へ
の
最
大
遺
物
』
な
ど
数
々

の
名
著
を
著
し
た
。

『万
朝
報
』
英
文
欄
主
筆
。
翌
年
、
『東
京
独
立
雑
誌
』

の
創
刊
な
ど
を
通
じ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
藩
閥

政
府
な
ど
を
痛
烈
に
批
判
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る
雑
誌

『聖
書
之
研
究
』
を
創
刊
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
無
教
会
主
義
を
表
明
し
聖
書
研
究
会
を

始
め
る
。

ロ
シ
ア
と
の
開
戦
非
開
戦
論
が
起
こ
る
な
か
で
非
戦
論

を
主
張
、
幸
徳
秋
水
、
界
利
彦
ら
と
と
も
に
『万
朝
報
』

を
退
社
。
以
後
、
も

っ
ぱ
ら
聖
書
研
究
会
と

『聖
書
之

研
究
』
を
中
心
と
し
た
活
動
に
う
ち
こ
む
。

二
月
二
八
日
、
七
〇
年
に
わ
た
る
生
涯
を
終
え
る
。

*ご注文はFAXに て事務局宛にお送り下さい。

**郵便振替払込用紙をお送りします。御振込確認後、現品を発送させていただきます。

FAX 03(3398)6528

DVD版『内村鑑三全集』を ( )部 注文します。頒価63,000円 (5%税込)

お名前

ご住所  〒

お電話

ご記入頂いたお客様の個人情報は、他の目的には一切使用致しません。

←左 の折 り部分 を切 り離 してFAXし て下 さい。


